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備考

監督コメント（監督不在→コーチ、主将）

[ ] [ ]

: : ※主審計測

） 14 ： 00 試合時間 90分

マッチコミッショナー 主       審

２０２２－公式記録 堀　晴翔 神高　健人

大会名：インディペンデンスリーグ四国　第３節

日  時 令和4 年 6 月 5 日 （ 日 会場名 瀬戸大橋記念公園球技場第１

弱風 観  衆 12人

主  審 神高　健人 副  審　1 佐藤　敬太 審判アセッサー ー

天  候 雨 ピッチ状態 天然芝 良芝 表面 水含み 風

1

2
オレンジ 紺 オレンジ

第4審判 後藤　将虎 副  審　2 山田　竜誠 記録員 堀　晴翔

得
点

学
年

選  手  名
番
号

交  代

番号

サックス サックス ネイビー

4
3

高松大学 聖カタリナ大学
1 後半 1

kick off

前半

1GK GK 20 小川　烈

番号 Out時間 後半 前半 計 計 前半 後半 Out時間

位
置

番
号

選  手  名
学
年

得
点

シュート交  代 シュート

1 佐藤 幸聖 16

1 1 1 1

2 2 3

2 佐伯　竜征3 濱脇 海都 13 DF DF

2 岡﨑 冬馬 43

69分 1 1

2室屋 すばる 26 DF DF 4 松畑　樹弘

DF DF 5 尾上　修 2

85分2

85分 2 3 5 2 2

6 岩田　大騎2 髙木 航佑 22 DF DF

3 小松 仁 8

1 HT福家 大翔 18 MF DF 16 紀伊　恭史郎

1 1MF MF 8 山下　隆之介 1 1

2

69分 1

13 佐々木　越一3 高橋 力城 28 MF MF

89分 3 3 2 久保 槙一郎 7

3宇田 健大 3 FW MF 18 児玉　凌空

85分 2 3 5

FW MF 23 下田　啓斗 1

70分3 1 1

4

28 武市　涼汰2 1 清水 斗和 45 FW FW

13 3 横手 丈 19

4千代 朋弥 31 GK GK 1 宮植　隆行

16DF MF 11 藤田　成豊 2

92

7 1

14 岡崎　仁1 安冨 匡祐 20 DF MF

6

3 1 1 1 奥田 恭大 9

1長谷部 凪 23 DF MF 19 東　翔輝

82分 28MF FW 9 佐藤　大樹 4

4

3 野網 優司 27 MF

18 1 渡邉 幸大 36

佐藤 歩 29 MF

45

MF

4 松浦 大智 25 FW

田中 伊吹 大野 純 時間

警  告 ・ 退  場 監  督 監  督 警  告 ・ 退  場

後半

理由 氏  名

後半 前半 チーム合計 前半

時間 理由 氏　名

5 2 7 Ｇ  Ｋ

シュート 3 2 17 10 17

25 1 6 Ｃ  Ｋ 2

15 10 5

4 直接ＦＫ1 3

0

4 3 1

1 3 4 間接ＦＫ

7 3 4

6 3 3

（注1） オフサイド欄の数字は、間接フリーキック数のうち、オフサイドによるものを表している。

[警告理由] C1:反スポーツ的行為、C2:ラフプレイ、C3:異議、C4:繰り返しの違反、C5:遅延行為、C6:距離不足、C7:無許可入、C8:無許可去

[退場理由] S1:著しく不正なプレイ、S2:乱暴な行為、S3:つば吐き、S4:得点機会阻止(手）、S5:得点機会阻止（他）、S6:暴言、CS:警告2回

0 0 0 Ｐ  Ｋ 0

3 3 6 (オフサイド)

時間 チーム 得点者 アシスト 得点経過 （～：ドリブル、→：グラウンドパス、↑：浮き球パス、S：シュート、H：ヘディング）

0 0

右足S

34 高松大学 18 福家 大翔 8

右-4 43 ↑ 中央-1 45 ～17 高松大学 45 清水 斗和 43 岡崎 冬馬

～ 右足S小松 仁 中央-3 8 ↑ 中央-1 18

45 高松大学 18 福家 大翔 45

2 右足S40 聖カタリナ大学 2 佐伯 竜征

～ 右足S清水 斗和 左-1 45 → 中央-1 18

90 聖カタリナ大学 8 山下 隆之介 18

左-2 7 → 中央-1 45 右足S78 高松大学 45 清水 斗和 7 久保 槙一郎

右足S児玉 凌空 中央-1 18 ↑ 中央-1 8

2 3 4 5 1812 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11PK線の経過 1

高松 大学 田中 伊吹 聖カタリナ 大学 山本 成仁

結果として勝てたことは良かった。しかし一人一人に課題が残る内容だったので日々の練習で改善していきた
い。

入りは良かったが自分たちのミスから立て続けに失点したのが痛かった。
後半立て直すことができたが、ラストパスの精度や球際に負けてしまったのが敗因だと思った。
今節の敗因を活かして時節に向けて練習したいと思います。

Personal of the Match（対戦相手から1名選出）

18 番 児玉 凌空 嫌な所でボールを蹴られ複数の選択肢を持ちながらパスを供給されたから。 18 番 福家 大翔 ２列目からの飛び出しが一番怖かった。

前半 46 30 後半 47 30


